
 家守ブートキャンプ＋リノベーションスクール
参加申込用紙
申込日　　年　 月　 日
Ⅰ．組織概要、参加者等について

	1．貴団体の組織概要について

（別途、団体概要がわかる資料も送付願います。（既存資料でも結構です））

団体名等：

　（住所）

回答者名（連絡先）：

電話番号：　                                Email：
●従業員数：　　　　　　名
●不動産経営事業に取り組む専属のスタッフ数（予定）：　　　　　　名



	2．貴団体スタッフの不動産経営に関するノウハウや資格等

関連資格名：宅地建物取引主任者、不動産鑑定士、ビル経営管理士、行政書士、司法書士、公認会計士等
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ノウハウや資格を持った人がいる
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調査したことはない
●有資格者数：　　　　名
●お持ちのノウハウや資格等について具体的に教えて下さい。




	3．不動産経営事業を中心となって取り組む、主担当者（代表者）個人の略歴、保有資格、アピールポイント（地元に広い人脈がある、不動産オーナーでまちづくりに高い志がある等）等について具体的に教えて下さい。

（既存資料等がある場合は、そちらを送付して下さっても結構です。）
●主担当者（代表者）の氏名

●主担当者（代表者）の略歴、保有資格、アピールポイント等

　




	４．主担当者（代表者）以外のチームメンバーの方の略歴、保有資格、アピールポイント（地元に広い人脈がある、不動産オーナーでまちづくりに高い志がある等）等について教えて下さい。（既存資料等がある場合は、そちらを送付して下さっても結構です。）

※代表者を含むチームメンバーの人数は、3名以上４名以下としてお答え下さい。
①氏名　　　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（主な担当内容と、略歴、保有資格、アピールポイント等）

②氏名　　　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　

（主な担当内容と、略歴、保有資格、アピールポイント等）

③氏名　　　　　　　　　　　　　　　　会社名　　　　　　　　　　　　　　　　　

（主な担当内容と、略歴、保有資格、アピールポイント等）

備考（その他、チーム編成に関する状況等あれば）



Ⅱ．「地元型リノベーションスクール」を開催したいチームは

　　　　　　　　　　　　地区として検討を実施したい地区の状況等について

	５．ケーススタディ地区として検討を実施したい地区の状況等について教えて下さい。

　　　ケーススタディ地区の設定にあたっては、具体の物件を複数想定できる地区としてください。なお、地区の大きさは、歩いて５分程度で回れる範囲（約200m四方）として下さい。（右図参照）

【地区の面積】約　　　　　ha 

【都市計画】

用途地域：　　　　　　　　　　　　　　

　容積率：　　　　　　　　　 　　　％ 　　　　　　　　　　
　建ぺい率：　　　　　　　　 　　　　％ 　　　　　　　　　　
その他の指定：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※①地区の地図（想定している地区のエリアと建物を明記して下さい）、②地区の状況がわかる写真、③地区周辺も含めた都市計画図（あればで結構です）の送付をお願い致します。




	６．中心市街地（ケーススタディ地区を含む）の遊休不動産（空きビル・空き店舗等）の実態把握に向けた調査を実施したことはありますか。
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調査したことがある
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調査したことはない

●調査の実施年次と、調査主体を教えてください。（調査主体に○をつけて下さい）
【実施年次】　　　　　年　　　　　月 

【調査主体】自治体・まちづくり会社・その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
●調査した項目について教えて下さい。（建物の階数、面積、築年数、所有者の状況等）




	７．ケーススタディ地区としての、遊休不動産活用によるまちづくりの方向性について、既定計画等で位置づけている内容や、構想している内容を出来るだけ具体的に教えて下さい。

　　　※記入欄が足りない場合は、別紙資料を送付していただいても結構です。

また、参考資料等を合わせて送付していただいても結構です。




Ⅲ．遊休不動産の有効活用を検討する物件等について

	８．先行的な事業モデルとして検討する物件の概要について教えて下さい。

●既存の建物を利用する場合は、以下の項目を教えて下さい。
【敷地面積】　　　　　　　　㎡ 　　　　　　　【建築面積】　　　  　　　　㎡ 　　　

【階　　数】 地上　　　階、　地下　　　　階                  
【床 面 積】(合計)　　　 　　㎡ 

　　　　　　(各階)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　
【築 年 数】 築約　　　 　　年　（又は建築年　　　　　年）

【建物構造】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●それ以外の場合（空き地等に新たに建物を建設する場合等）は、その概要を教えて下さい。



	９．検討する物件の所有者との協力関係や意向等について教えて下さい。
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事業として活用することに対する了解を得ている
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事業モデルとして検討することに対する了解を得ている
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まだ所有者とは意見交換を行っていない
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その他（具体的にお答えください）




	10．検討する物件の現在想定している活用の方向性について、出来るだけ具体的に教えて下さい。
　　　 （活用のコンセプト、導入機能、想定事業主体、事業手法等）

※記入欄が足りない場合は、別紙資料を送付していただいても結構です。




	11．これまでに、地元自治体や大学等と連携して、まちづくりに取り組んだ事業実績があれば、その事業の概要等について教えてください。（事業名、連携先等を具体的に教えて下さい。既存資料等がある場合は、そちらを送付して下さっても結構です。）



	12．現地研修に参加が可能な、地域のまちづくりに関係する多様な地元関係者の状況について教えて下さい。
調整済
調整中

地元関係者

具体的な組織名・参加者名等
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自治体①（地元市町村）
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自治体②（地元都道府県）
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不動産オーナー
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地元・周辺大学①(教授等)
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地元・周辺大学②(学生等)
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商工会議所・商店会等
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不動産事業者
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建築家・工務店
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その他（具体的に教えて下さい）



	13．事業化を検討する際の課題として認識していることについて、出来るだけ具体的に教えて下さい。（所有者との合意、事業資金の確保、テナントの確保、不足しているノウハウ、スタディを通じてサポートして欲しい内容等）




※記入事項は以上です。ご協力いただき、ありがとうございました。

（本調査票と会社概要、その他資料をメール等で送付をお願い致します。）

※応募団体が多数の場合は、参加団体の選定に関して事務局側から、別途、電話等によるヒアリング等をさせていただく場合もあります。

その際は、ご協力のほど、どうぞよろしくお願い致します。

	〇 送付する資料について
下記書類をメールに添付し、件名を「家守参加申込資料」として北九州家守舎までご送付　　ください。　info@yamorisha.com　（北九州家守舎／担当：中里）
① 本調査票（別添資料１）

② 会社概要（既存資料等で結構です）

③ その他、本調査票において提示されている資料

　 （参加者の略歴、地区の概要、地元自治体の推薦状等）
〇 申込期限　：　平成2６年 6 月30日(月)


 





商店街等、まちの中心部分





対象


物件





■ケーススタディ地区の設定イメージ
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